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電
気
ス
ト
ー
ブ
の
使
用
に
よ
る
火
災

に
注
意

み
さ
と
文
芸

み
さ
と
文
芸

俳
句
と
短
歌
を
募
集
中
！

毎
月
５
日
ま
で
に
総
務
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
に
は
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
ふ
り
が
な
等
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

 

短
歌

 

俳
句

【
事
例
１
】

　
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ヒ
ー
タ
ー
を
延
長
コ
ー
ド
に
つ

な
い
で
使
用
し
て
い
た
。
延
長
コ
ー
ド
へ
の
差

込
口
が
熱
で
溶
け
発
火
し
た
跡
が
あ
っ
た
。

【
事
例
２
】

　
古
い
オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

た
ま
ま
外
出
し
、
帰
宅
後
に
黒
煙
が
出
て
い
る

こ
と
に
気
付
い
た
。
本
体
一
部
が
溶
け
、
床
は

焦
げ
て
い
た
。

【
事
例
３
】

　
オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー
が
、
使
用
中
は
コ
ン
セ
ン

ト
の
差
込
口
が
熱
く
な
り
、
電
源
を
切
っ
た
後

に
は
本
体
か
ら
変
な
音
が
聞
こ
え
て
き
て
心
配

に
な
る
。

■
困
っ
た
と
き
の
相
談
窓
口
は
…

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
☎
１
８
８
（「
１い
や
や

８
８
泣
き
寝
入
り
」
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
。）

　
埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
熊
谷

　
　
☎
０
４
８
‐
５
２
４
‐
０
９
９
９

　
役
場
『
消
費
者
相
談
窓
口
』

　
　
☎
76
‐
５
１
３
３
（
農
林
商
工
課
内
）

　

冬
季
に
な
る
と
、
多
く
の
家
庭
で
ス
ト
ー
ブ
が

活
躍
し
ま
す
。
し
か
し
、
使
用
に
は
注
意
が
必
要

で
す
。
消
防
庁
の
集
計
に
よ
れ
ば
令
和
３
年
中
の

発
火
源
別
死
者
数
の
内
訳
で
は
、
た
ば
こ
に
次
い

で
ス
ト
ー
ブ
が
２
位
で
し
た
。
更
に
ス
ト
ー
ブ
の

種
別
に
着
目
す
る
と
、
灯
油
ス
ト
ー
ブ
と
電
気
ス

ト
ー
ブ
類
（
オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー
、セ
ラ
ミ
ッ
ク
ヒ
ー

タ
ー
、
ハ
ロ
ゲ
ン
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
を
含
む
）
が
約

半
数
ず
つ
の
割
合
で
し
た
。
実
際
に
裸
火
を
扱
う

灯
油
ス
ト
ー
ブ
と
違
い
、
電
気
ス
ト
ー
ブ
類
は
事

故
に
つ
な
が
り
に
く
い
と
考
え
が
ち
で
す
が
、誤
っ

た
使
用
方
法
に
よ
り
火
災
を
引
き
起
こ
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

・ 

正
し
い
使
用
方
法
と
安
全
対
策
を
知
り
ま
し
ょ

う
。
現
在
、
様
々
な
種
類
の
電
気
ス
ト
ー
ブ
が

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
種
類
に
よ
っ
て
も
安
全

対
策
は
異
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
製
品
の
取

扱
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
正
し
く
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

・ 

設
置
場
所
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ス
ト
ー
ブ
は

平
ら
で
安
定
し
た
場
所
に
設
置
し
、
周
囲
に
布

団
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
の
可
燃
物
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
延
長
コ
ー
ド
は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
多
く
の
電
気
ス
ト
ー
ブ
は
消
費
電
力
が
大

き
く
高
温
に
な
る
危
険
性
が
あ
る
た
め
延
長

コ
ー
ド
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
延
長

コ
ー
ド
は
使
用
せ
ず
直
接
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し

込
み
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
こ
ま
め
に
電
源
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
外
出
時
や

部
屋
か
ら
離
れ
る
場
合
は
必
ず
電
源
を
切
り
ま

し
ょ
う
。
長
期
間
使
用
し
な
い
時
は
、
電
源
プ

ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

・ 

定
期
的
な
点
検
と
清
掃
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
取

扱
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
定
期
的
に
点
検
と
清

掃
を
し
ま
し
ょ
う
。
音
や
、
臭
い
な
ど
の
異
常

が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
メ
ー
カ
ー
や
販
売
店
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

償却資産の申告は、１ 月31日㈬までにお願いします！
申告期間：１月４日㈭～１月31日㈬

償却資産とは…
　個人や法人で工場や商店などを営んでいるかたが所有している、事業のために用いることができる機械、備品
など（土地・家屋を除く）です。なお、近年設置されている太陽光発電設備も含まれます。

　令和６年１月１日時点で美里町内に償却資産を所有しているかたは、申告書の提出をお願いします。
　なお、１月１日時点で償却資産を所有していない場合でも、美里町内で事業を行っているかたは、
償却資産がない旨の申告をお願いします。

太陽光パネルを設置して売電する場合は申告が必要です
　土地や家屋の屋根などに、発電出力10kW以上の太陽光パネルを設置
して売電する場合は、原則売電事業となり償却資産の申告が必要です。
　ただし、家屋に一体の建材（屋根材など）として設置する場合、固定
資産税（家屋）として課税されるため、申告の必要はありません。

　次の条件をすべて満たす設備については、課税標準の特例の適用を受けることができます。

《特例内容》
　新たに固定資産税が課せられることとなった年度から３年度分に限り、当該設備に係る固定資産税の課
税標準額が軽減されます。

《特例の適用を受けるための条件》

※前年度に申告されたかたには、12月中に申告書を送付しました。初めて申告する場合など、
お手元に申告書がない場合はご連絡ください。

　なお、申告書は町ホームページからダウンロードできます。

所 有 者 10kW以上の太陽光発電設備 10kW未満の太陽光発電設備

個　　人
経済産業省の認定を受けた太陽光発電設備を
設置して売電する場合は、売電事業用の資産
となり課税の対象です。

売電事業用の資産とはなりませんので、償却
資産としては課税の対象外です。

個　　人
（個人事業主）

店舗やアパート、工場などを営む個人事業主のかたが、その事業のために太陽光発電設備を
設置した場合は、売電の有無にかかわらず事業用の資産として課税の対象です。

法　　人 事業の用に供している資産として、売電の有無にかかわらず課税の対象です。

対 象 設 備 再生可能エネルギー事業者支援事業補助を受けて取得された自家消費型太陽光発電設備

発 電 出 力 1,000kW未満 1,000kW以上

取 得 時 期 平成30年４月１日～令和６年３月31日 平成30年４月１日～令和６年３月31日

特 例 割 合 最初の３年度分の課税標準額が３分の２ 最初の３年度分の課税標準額が４分の３

▶所有者および発電規模別の課税区分

▶再生可能エネルギー発電設備に係る課税標準の特例について

※提出書類については、資産税係までお問い合わせください。

eco

問合せ＝税務課　資産税係　☎76-5131
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